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道佛地内にあるセレクト横丁ロッコで、6月
6日(土)にロッコナイトが開催されました。
開催は今回で4回目。常設店舗の他に募集形
式でエントリーのあった店舗も加わり、飲食物
やアクセサリー、ワークショップなど、さま
ざまなジャンルのお店が並びました。店員さ
んとお客さんが談笑する姿や、ワークショッ
プのお店で子どもたちが仲良く制作を楽し
む姿が見受けられました。今年の開催テーマ
は「えん」。いろいろなご縁がつながる楽しい
1日となりました。� 広報みやしろイオンネクスト(株)が運営する「久喜宮代CFC」

の建物が6月18日和戸横町地区に完成しまし
た。圏央道をはさんだ南側ではすでに「DPL久
喜宮代」が物流拠点として稼働しています。今
回完成したのは、その北側です。施設はネット
専用スーパー「グリーンビーンズ」の拠点とし
て、インターネットで注文があった生鮮食品や
日用品などを届けます。本格的な運用開始は
未定ですが、建物内では最先端のハイテク機
能を活用し、商品の入荷、保管、出荷までを行う
とのことです。� 広報みやしろ

晴天の中、笠原2丁目町会にて恒例のイベン
トが開催されました。参加者で協力して食材
の買い出しや会場設営を行い、幅広い世代が
和やかな交流の時間を過ごしました。参加者
から「高齢化が進む中、集まれる場があること
は大切」といった声や、「挨拶をするだけだった
近隣の方々と、この交流を通じて深いコミュニ
ケーションが取れました」といった喜びの声が
聞かれました。� 地域振興担当

「送迎サービス運転者講習会」をすてっぷ宮代
で開催しました。当日は１５名が受講し、送迎時
の安全確認や車いす介助の方法などについて
学ぶ講義と、福祉車両を使用した実技を行いま
した。送迎支援は、特別な資格や経験だけで支
えられているものではなく「地域で誰かの役に
立ちたい」という思いから始まる活動です。受
講されたみなさんが福祉の現場で活躍する日
を楽しみにしています。� 高齢者支援担当

「いきいき百歳体操」に取り組む町内の自主グ
ループが一堂に集まるイベントを6月14日に
開催しました。第1部では日本工業大学吹奏楽
団による演奏に合わせて参加者全員でキラキ
ラ体操を行いました。参加者からは「演奏に合
わせて体操ができて楽しかった」「自然と体が
動いた」といった声が聞かれました。第2部で
は介護予防への関心を深めるための5種類の
介護予防プログラムの体験コーナーを設けま
した。参加した団体同士の交流も深められた
良い機会となりました。� 高齢者支援担当

２55名が参加しました２55名が参加しました
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ネット専用スーパー「グリーンビーンズ」ネット専用スーパー「グリーンビーンズ」

和戸横町に新たな物流施設
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